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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年4月28日(2016.4.28)

【公開番号】特開2015-125150(P2015-125150A)
【公開日】平成27年7月6日(2015.7.6)
【年通号数】公開・登録公報2015-043
【出願番号】特願2013-267019(P2013-267019)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   13/04     　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月9日(2016.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　条件式（２３）の下限以下とならないように構成することで、第３レンズＬ３から第６
レンズＬ６の合成パワーが強くなりすぎることを防ぐのが容易となり、バックフォーカス
を長くすることが容易となる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　条件式（２３）の下限の変更値は、１．７であることが好ましく、１．９であることが
さらに好ましく、２．０であることがさらにより好ましい。条件式（２３）に上限を追加
してもよく、その上限は１０．０とすることが好ましく、これにより第３レンズＬ３から
第６レンズＬ６の合成パワーを強くすることが容易となり、球面収差、非点収差の補正が
容易となる。条件式（２３）に追加する上限の変更値は７．０であることが好ましく、５
．０であることがさらに好ましく、４．０であることがさらにより好ましく、３．５であ
ることがさらによりいっそう好ましい。上記より、例えば下記条件式（２３－１）～（２
３－４）の少なくとも１つを満足することがより好ましい。
　　１．６＜ｆ３４５６／ｆ＜１０．０　　（２３－１）
　　１．７＜ｆ３４５６／ｆ＜７．０　　（２３－２）
　　１．９＜ｆ３４５６／ｆ＜４．０　　（２３－３）
　　２．０＜ｆ３４５６／ｆ＜３．５　　（２３－４）
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